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第一条　何をしたいかを明確に（English for my purpose）
第二条　共通語（国際語）よりも現地語優先で（subsidiarity）
第三条　恥ずかしがらずに（courage）
第四条　他者の力を借りつつ（autonomy）
第五条　多様性を尊重する（diversity）
 （p.173）
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五か条の実行は難しくありません。少し踏み出せばできることばかりです。筆者
は、まず実践し経験しろと主張しているのです。その上で考える。実際の経験
に基づいた思考は強いものです。筆者が気になっていたという3つの断絶（「国
際語としての英語の評価をめぐる断絶」「『英語』と『その他の異言語』と『日本
語』の間の議論の断絶」「学術と現場の断絶」）（pp.281-282）に橋を架けるためにも、
実践経験から思考へというアプローチは適しているように思われます。
本文中に織り込まれたさまざまなエピソードやコラムからは、「節英五か条」
が、筆者の出自や経験、学識から導き出されたということがよくわかります。以
下の誘いに応じて、「頭を使って考え」つつ、それらを知る楽しみを味わってみ
て下さい。
では、さっそく一緒に考えていきましょう。（p.5）
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